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第144号ゆなばる社協だより

　社会福祉協議会は略して『社協』と呼ばれており、社会福祉法（109条）に基づき、全国の都道府県、市区町村に設置
され、民間の社会福祉活動を推進することを目的とした公共性の高い非営利の民間団体（社会福祉法人）です。ボラン
ティア活動や地域住民による福祉活動を支援し、町民及び民生委員・児童委員、自治会、公私の福祉機関、民間団体、行
政等の参加・協力のもと、「地域住民の皆様が住み慣れたまちで安心して暮らすことができるまちづくり」をめざして活
動を行っています。
　与那原町社会福祉協議会の活動費の財源は主に、運営費（人件費）を町補助金でまかない、事業費等に会員（町民）か
らの会費や寄付金、共同募金からの助成金があてられています。

社会福祉協議会とは

地域のきづな・つながりのある福祉のまちを目指して

念頭にあたり、謹んで新年のごあいさつを申しあげます。
町民の皆様には清 し々い新年をお迎えのこととお慶び申しあげます。
旧年中は、本会の法人化５０周年記念事業をはじめ、社協会費・赤い羽根共同募
金・ならびに本会の諸活動に対しまして、格別なるご支援とご協力を賜り、心より厚
くお礼申しあげます。
さて、新型コロナウイルス感染症も５類感染症になり落ち着きを取り戻す中、物価
高騰、生活困窮者や社会的孤立など従来の制度やサービスだけでは対応が困難な
新たな生活課題が見えてきました。それらの課題に対応するためには行政や関係機
関団体などが連携して、包括的な支援体制を構築し、人と人とのつながりや、ともに
助け合う地域社会に向けた取り組みが必要です。
われわれ社会福祉協議会は「誰もが安全・安心に暮らせるまちづくりの実現」を
目指し役職員一丸となって取り組んでまいります。
結びにこの一年が幸多き年になりますよう心からお祈り申しあげ、新年のあいさつ
といたします。

令和６年　辰年　元旦

新年のあいさつ

～あけましておめでとうございます～



生活支援コーディネーター生活支援コーディネーター
　健康体操で楽しく汗を流し、お手玉作りや遊びで脳の活性化。健康長寿の第一歩となる「交流の場」
は大切ですね。今回、東浜自治会では初めての生年祝いも行われました。江口区での「ゆんたくサロン」
では、ゆんたく会や手工芸・誕生会など多様な活動が行われています。
　生活支援コーディネーター（地域支えあい推進員）は身近な地域の住民組織や関連団体等と連携し
ながら高齢者が安心して住みやすい町づくりをお手伝いします。

港区（民舞）

当添区（健康体操）

卓球ひばりクラブ

与原区（コンサート）

中島区（健康体操）

新島（健康体操）

県営自治会（健康体操）

おばーQ
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生活支援コーディネーター生活支援コーディネーター

上与那原区（健康体操）

東浜自治（生年祝い）

江口区（リース作り）

板良敷区（お手玉遊び）

江口区（お手玉作り）

浜田区（健康体操）

江口区（ゆんたく会）

大見武区（絵手紙教室）
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　去った１２月２日（土）、与那原町商工会主催の“年末クリーンアップ大作戦”が行われま
した。
　「気持ち良く新年を迎えられるようお手伝いをしたい！」との想いから、毎年この時期に町
内にお住まいの高齢者世帯や障害者世帯等を対象としてお庭の軽微な草刈りや木の伐採をしています。
　なかなか手入れが行き届かず成長した庭の草木
を、草刈り機やチェンソー等を使って豪快にかつ丁
寧に整えていき、あっという間に見違える姿になりま
した。
　今回応募した方からは「足腰が悪くて自分で管
理ができなくなっていたのでとても助かる」、「歳を
とってなかなか思うように手入れができていなかっ
たのでありがたい」等と喜びの声がありました。

　与那原町内の社会福祉法人では福祉の総合力を高めようと連絡会を開催しています。今回、社協からの
依頼で町内の社会福祉法人にフードバンク箱を置かせていただいたところたくさんの物資が集まりました。
フードバンクにご協力いただきました職員や保護者の方々ご協力ありがとうございました。いただきました
物資は、町内の支援を必要としている方々へ配布します。引き続きご協力よろしくお願いします。

社会福祉法人 社会福祉法人 公益的な取組公益的な取組
キャンディお米

お茶

ビスケット

中辛

レトルト

FOOD
BANK

与原保育園 すみれ保育園 東の森保育園

　去った１２月１日（金）、第５２回九州身体障害者福祉大会の式典にて、与那
原町障がい者協会の崎原真純会長が、多年にわたり地域団体役員として組織
の育成強化と身体障害者の福祉充実に尽力した功績が認められ、九州身体
障害者団体連絡協議会より「組織活動功労表彰」を受賞しました。
　崎原会長からは「とても嬉しい。周りの皆さんのおかげで受賞できたもの。
これからも前を向いて頑張っていきたい」と謙虚ながらも力強い意気込みが
感じられました。
　今後も与那原町障がい者協会の会長や会員の活動に乞うご期待ください！

崎原真純会長が 組織活動功労表彰組織活動功労表彰を受賞!

年末年末クリーンアップクリーンアップ大作戦大作戦
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　ろうきん与那原地区推進委員会では、支援活動を通して共生社会へ寄与する活動を
行っています。
　この度、「子どもたちの明るい未来へ、思いをつなぐ　ゆいまーる」のテーマのもと新１
年生へのランドセル贈呈式が南風原町にて行われまし
た。今回いただいたランドセルは与那原町社協・南城
市社協・八重瀬町社協・南風原町社協・西原町社協を
通して、支援を必要とする世帯へ配布いたします。
　ろうきん与那原地区推進委員会はランドセル贈呈
の他にも、食糧支援や使用済み切手の寄贈も行ってお
り地域福祉活動に大きく貢献しています。

　令和５年１１月２６日（日）午前１０時より町社会福祉センターで「第40回
赤い羽根チャリティー囲碁大会」が開催されました。
　本大会は、与那原地区金融協会が主催となり、地域福祉活動推進の一
環として町共同募金委員会と協力し開催しており、今年は「沖縄海邦銀行　
与那原支店（安里祐輔支店長）」が幹事店となり、１５名の参加者と一般寄
付を含めて、６４，４６６円が町共同募金委員会へ寄付されました。大会の
結果は、以下のとおりとなっています。

＊五段以上の部	 優勝		新垣幹夫（七段）	 準優勝		新垣光世（五段）
＊三・四段の部	 優勝		宮良博典（三段）	 準優勝		真栄平房貞（四段）
＊級、初・二段の部	 優勝		屋比久孟孝（５級）	 準優勝		又吉政義（１級）

「第40回 赤い羽根赤い羽根チャリティー囲碁大会」の開催

開所日時：月曜日～金曜日 10：00～15：45（土日祝休み）
ふれあいサロン（与那原町社会福祉センター１Ｆ） ☎098-945-9663

ランドセル贈呈式ろうきん与那原地区ろうきん与那原地区
推進委員会推進委員会

ふれあいサロンだより
サロン開所１０周年サロン開所１０周年

開催期間：１/１６（火）～１/１８（木）
令和６年１月１４日でふれあいサロン開所から１０年となります。
サロン開所１０周年を記念し、イベントを開催いたしますので
ぜひご参加ください！10周年祭特典もご用意しております。

ちゃーがんじゅう体操
　毎週火曜日	 １１：１０～１１：４５
　毎週木曜日	 １１：２０～１１：４５
脳活デー（予約制）
　第１火曜日	 １２：００～１３：００
保健師相談
　第2・4火曜日	１０：３０～１１：３０
ＤＶＤ鑑賞
　第２金曜日	 １３：００～１５：１５
※	都合により行事内容等を変更・中止
する場合がございます。詳しい内容
についてはふれあいサロンにお問い
合わせください。

1・2月の予定表

皆様の皆様の
お越しをお越しを
お待ちしてお待ちして
おります！おります！

記念イベント記念イベント
開催開催
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〜ご寄付ありがとうございました〜  〜ご寄付ありがとうございました〜  令和5年10月16日～令和5年12月15日受付分
◎一般寄付金　	みなさまからの善意のご寄付に対しまして厚くお礼申しあげます

氏名 住所・区名 説　明 金　額
奥原　多美子 上与那原 社会福祉事業のため ５，０００円

◎香典返し　	ご逝去された方々のご冥福を謹んでお祈りいたしますとともにご遺族様のご
厚情に対しまして心より感謝申しあげます

氏　名 住所・区名 故人名 金　額
匿名 当添 匿名 ３０，０００円

ボランティア
登録・依頼は
こちら

生活福祉資金  教育支援資金教育支援資金 のご案内
対象世帯：低所得世帯（生活保護世帯を含む）
　　　　　●	世帯の所得が一定の所得以下（生活保護法に基づく生活保護基準額の1.75倍以下）の世帯で、必要な

資金について他から融資を受けることができない世帯。
対象学校：高等学校、高等専門学校、専修学校、短期大学、大学
貸付利子：無利子
民生委員・児童委員による援助活動
　　　　　●	申し込みから返済が完了するまで、地域を担当する民生委員・児童委員が援助活動（相談等のサポー

ト）を行います。

教育支援資金とは、就学に際し必要な費用を貸付するものです。お住いの市町村社会福祉協議会でご相談いただけます。

ただし、他の制度が利用できる場合はそちらを優先していただきます!!（他法優先）
●	教育支援資金は、日本学生支援機構の給付型奨学金や無利子奨学金、沖縄県国際交流・人材育成財団の高校
育英貸与奨学金などの奨学金制度、または沖縄振興開発金融公庫の教育ローンが利用できずにお困りの世帯
を対象としていますので、それらの奨学金制度等が利用できる場合は貸付できません。

　ただし、奨学金制度を利用される方でも以下の場合はご相談ください。
　①奨学金の支給開始までの期間に支払いが必要な場合
　②無利子奨学金の借入のみだと学費の支払いに不足が生じる場合

資金種類 貸付限度額 対象経費

教
育
支
援
資
金

教
育
支
援
費

高等学校（専修学校の高等課程を含む）
月	52,500円	以内

毎年必要となる費用が対象です。
　　
授業料、施設設備費、教材費、体育会費、
実習費、テキスト・ユニフォーム代、後援
会費、通学交通費　など

高等専門学校・専修学校（専門課程）・短期大学
月	90,000円	以内

大　学　　　　　　　　　月	97,500円	以内
就
学

支
度
費

500,000円	以内
入学時のみ必要となる費用が対象です。

入学金、校友会費、学生保険料、航空賃・船賃、引越し費用、
敷金・礼金、家財道具購入費　など

資金の種類と貸付額、対象経費について

生活福祉資金　コロナ特例貸付
令和令和66年年11月月より返済より返済がが始まります始まります

・対象者	 ①	「総合支援資金（延長）」を申請された方
	 ②	令和4年4月1日以降に「緊急小口資金」、
	 　	「総合支援資金（初回）」を申請された方
・沖縄県社会福祉協議会より返済に関するご案内を発送しております。
　返済（猶予・減額）に関してのご相談は下記へお問い合わせください。

・与那原町社会福祉協議会　098-945-3016
・特例貸付　コールセンター　098-975-9586お問い合わせ先

ピンク色の
封筒になります
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